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公
立
丹
南
病
院
・
脳
神
経
外
科
の

診
療
体
制
と
当
科
の
特
色

と
で
い
ず
れ
も
麻
痺
が
改
善
し
、
自
宅
退
院
さ
れ

ま
し
た
。

　

認
知
症
の
原
因
の
1
つ
で
あ
る
正
常
圧
水
頭
症

に
対
し
て
、
当
科
で
は
手
術
治
療 

（
脳
室
腹
腔
シ
ャ

ン
ト
術
や
脊
髄
髄
液
腔
腹
腔
シ
ャ
ン
ト
術
）を
積
極

的
に
行
っ
て
お
り
ま
す
。
手
術
に
よ
り
認
知
症
だ

け
で
な
く
歩
行
障
害
や
尿
失
禁
も
改
善
し
ま
す
。

　

画
像
３
：
正
常
圧
水
頭
症
：
左
図
は
脊
椎
髄
液

腔
内
腹
腔
シ
ャ
ン
ト
術
後
の
３
Ｄ
で
表
し
た
Ｃ
Ｔ

画
像
で
す
。
腰
部
の
脊

椎
髄
腔
内
の
チ
ュ
ー

ブ（
Ａ
）
を
通
し
て
、

髄
液
が
腹
腔
内（
Ｂ
）

に
流
れ
る
よ
う
に
す

る
こ
と
で
脳
脊
髄
液
の

流
れ
が
改
善
さ
れ
、
脳

室（
中
図
と
右
図
で
脳

の
中
の
黒
い
と
こ
ろ
＝

矢
印
）
が
縮
小
し
、
認

知
障
害
や
歩
行
障
害
な

ど
が
改
善
し
ま
す
。

公
立
丹
南
病
院
　
外
科
部
長
脳
神
経
外
科  

竹
内
浩
明

整
っ
て
い
ま
す
。
脳
梗
塞
急
性
期
で
は
t
︲
P
A

血
栓
溶
解
療
法
な
ど
の
血
栓
除
去
治
療
も
積
極
的

に
行
っ
て
い
ま
す
。
痙
性
麻
痺
の
患
者
様
に
は
、

ボ
ツ
リ
ヌ
ス
毒
素
療
法
や
バ
ク
ロ
フ
ェ
ン
髄
腔
内

投
与
療
法
も
行
っ
て
お

り
ま
す
。

　

画
像
１
：
右
片
麻
痺
、

失
語
症
で
救
急
搬
送
さ

れ
、
左
内
頸
動
脈
閉
塞

（
左
図
：
大
矢
印
）を
認

め
、
t
︲
P
A
血
栓
溶

解
療
法
を
行
い
、
血
栓

が
溶
解
さ
れ
、
内
頸
動

脈
が
開
通
し
て
い
ま
す

（
右
図
：
小
矢
印
）。

診
断
設
備
と
手
術
治
療

　

64
列
1
2
8
ス
ラ
イ
ス
C
T
、3
テ
ス
ラ
︲
M
R
I
、

3
次
元
脳
血
管
撮
影
装
置
、
Z
E
I
S
S
社
製
最

新
型
の
手
術
顕
微
鏡
、
手
術
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
い
ず
れ
も
最
先
端
の
機
器
を
駆
使
し
て
、
診
断

お
よ
び
手
術
を
行
っ
て
い
ま
す
。
脳
血
管
障
害
、

頭
部
外
傷
、
脳
腫
瘍
、
脊
髄
脊
椎
疾
患
の
手
術
は
、

い
ず
れ
も
熟
練
し
た
担
当
医
師
が
手
術
を
行
い
ま
す
。

　

画
像
２
：
高
齢
者
グ
リ
オ
ー
マ（
悪
性
脳
腫
瘍
）

の
脳
腫
瘍
摘
出
術
：
上
図
は
82
歳
、
下
図
は
87
歳

で
高
齢
の
患
者
様
で
す
が
、
腫
瘍
を
摘
出
す
る
こ

　

脳
血
管
障
害（
脳
卒
中
）、
頭
部
外
傷
、
脳
腫
瘍
、

脊
椎
脊
髄
疾
患
な
ど
脳
神
経
外
科
疾
患
全
般
に
対

し
て
診
療
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
当
科
で
は
特
に

救
急
治
療
と
脳
腫
瘍
治
療
に
力
を
入
れ
て
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
脳
血
管
障
害
や
頭
部
外
傷
で
、
一

刻
を
争
う
病
状
の
時
に
は
、
充
実
し
た
救
急
部
の

ス
タ
ッ
フ
と
設
備
の
下
、迅
速
に
治
療
を
開
始
し
、

必
要
で
あ
れ
ば
い
つ
で
も
手
術
が
で
き
る
体
制
が
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中屋 孝清（なかや たかきよ）

 

根石 拡行（ねいし ひろゆき）

 

窪 誠太（くぼ せいた）

 

西沢 拓也（にしざわ たくや）

 

菱川 瑠美（ひしかわ るみ）

 

竹浦 直人（たけうら なおと）

 

重清 知子（しげきよ ともこ）

福井市出身、1996年に自治
医科大学卒業。
前任地は自治医科大学呼吸器
内科。呼吸器内科専門医とし
て丹南地域の呼吸器診療のレ
ベルアップに貢献したいと思
います。

広島生まれ、広島育ち、福井
医科大学卒業。
福井大学脳外科のスタッフと
して勤めてきました。丹南地
区の患者を一人でも多く救っ
ていきたいと強く思います。

2001年に福井医科大学（現・
福井大学医学部）を卒業。前
任地は舞鶴共済病院、卒後
16年。
頭頸部外科医として、積極的
に手術を行ってまいりたいと
考えています。

京都出身、福井大学卒業。
福井県立病院で初期研修後、
同院救命救急センターで後期
研修。
御指導・御鞭撻の程宜しくお
願い致します。

武生出身、福井大学卒業。
4年目から福井大学救急総合
診療部の「救急に強い総合医
コース」に所属、現在は5年
目。頑張りますので、どうぞ
よろしくお願い致します。

大阪府枚方市出身。
福井医科大学→大学病院…
と、齢34歳になってはじめ
て「学校」という枠から出て、
世間様の娑婆に出てきまし
た。よろしくお願い申し上げ
ます。

徳島県出身。大学から初期研
修終了まで高知県に、福井で
２年前から後期研修をスター
ト。
将来は四国で地域医療、災害
医療にも携わることが目標で
す。

新任医師の
紹介

公立丹南病院

内科

脳神経外科耳鼻咽喉科

総合診療科・内科内科

整形外科総合診療科・内科
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TEL：0778-51-2260　 FAX：0778-52-8620　
ホームページ：http://www.jadecom.or.jp/jadecomhp/tannan/html/
メールアドレス：tannan-info@jadecom.or.jp

公立 丹南病院

〒916-8515　福井県鯖江市三六町1丁目2-31

公 立    丹  南  病  院● ●

公立丹南病院　在宅事業部

〒916-8515　福井県鯖江市三六町1丁目2-31
TEL：0778-51-5234　FAX：0778-51-8242
メールアドレス：tannan-nagomi@jadecom.or.jp

通所リハビリテーションセンター
なごみの里

〒916-8515　福井県鯖江市三六町1丁目2-31
TEL：0778-51-5411　FAX：0778-51-8242
メールアドレス：tannan-yotuba@jadecom.or.jp

通所介護
よつばの里

〒916-8515　福井県鯖江市三六町1丁目2-31
TEL：0778-52-2050　FAX：0778-52-2151
メールアドレス：tannan-zaitaku@jadecom.or.jp

居宅介護支援事業所

訪問看護ステーション

　入院して急性期の治療が終わりご自宅に帰
られる予定の方を対象とし、主治医・看護師・
専従リハビリスタッフ・在宅復帰支援担当者
等が協働し、より良い状態で在宅復帰してい
ただくために入院する病棟です。これまでは
地域包括ケア病床として５階病棟の一部（17
床）の利用でしたが、今後は5階全ての病室
（47床）を利用できるようになりました。

　当院は急性期入院医療を対象としたDPC※

制度を導入しております。5階病棟以外の一
般病棟に入院中は、診断群毎に一定日数まで
は包括期間が継続されます。今後は5階病棟
に入院された日より、地域包括ケア病棟入院
料（1日当たりの定額入院料）を算定します。
なお、国の定める病床利用日数には上限があ
ります。
※�DPC（診断群分類別包括評価制度）：病名や症状をもとに手術や処置などの診療行為の有無に応じて、１日当たりの金額からなる包括
評価部分と出来高評価部分を組み合わせて医療費を計算する定額払いの会計方式です。

地域包括ケア病棟（５階病棟）
のご案内

地域包括ケア病棟とは？

入院費用は？

ときどき入院、ほぼ在宅
地域包括ケア病棟を活用して、

地域の人と社会の健康を実現します。

高度急性期・
急性期病院や病棟

サービスの調整

介護施設等 在宅医療

心身機能の回復

その他

地域包括ケア病棟

地域包括ケア病棟協会HPより転載

HITO病院HPより転載


